
 

 
第１節 社会全体で子育てを応援する機運の醸成 

 

【現状と課題】7-1 

 

○ 社会全体で子育てを応援する機運を醸成するため、平成 18年度から、

「ながさき子育て応援の店事業」を推進、また、平成 29年度から長

崎県青少年育成県民会議と連携したフリーマガジンを発行していま

す。 

 

○ こどもを産み育てやすい環境を整備するため、子育てを応援するポー

タルサイトを平成 27 年度に開設、令和 5 年度に改修を行い、SNS
※を活用した情報発信を行っています。 

 

○ こども・子育てにやさしい長崎県づくりに向け、多様な主体を巻き込

みながら、社会全体で子育てを応援する機運を醸成することが必要で

す。 

 

【具体的施策】7-1 

 

○ 「ながさき子育て応援の店事業」を推進し、協賛店舗のさらなる拡大

と、子育て世代に提供するサービスの一層の充実を図ります。 

（こども未来課） 

 

○ スマートフォン対応など子育て世代の実情やニーズに対応しながら、

ポータルサイトや SNS などを活用し、子育てに関する社会資源、ネ

ットワーク、市町の支援策などに関する情報提供及び子育て家庭への

相談支援を行います。 

（こども未来課） 

 

○ フリーマガジン「ココロン」により、子育てを応援する企業・団体等

の情報を発信し、企業・団体の一層の参画を促進します。 

（こども未来課） 

 

○ 若者、企業・団体、市町等と連携した子育て応援の取組や「長崎県こ

ども・若者応援団表彰」を推進するとともに、結婚・妊娠・出産・子

育てを支援する個人・団体等の取組について、報道や各種広報媒体等

を通じて、効率的・効果的な情報発信を行います。 

（こども未来課） 

 

第７章 県民総ぐるみの子育て支援 
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第２節 ココロねっこ運動※の推進 

 

【現状と課題】7-2 

 

○ 平成 13 年度から、こどもたちの心の根っこを育てるために大人のあ

り方を見直す県民運動として、長崎県青少年育成県民会議との連携に

よる「ココロねっこ運動」を推進しています。 

 

○ 平成 17 年度に、痛ましい少年事件が連続して発生したことを受け、

関係機関が連携して総合的にこども・子育て支援に取り組むため、県

こども政策局が創設されました。 

 

○ ココロねっこ運動の輪を広げるため、各団体の運動登録を推進してお

り、令和５年度末には約 6,500 団体が登録しています。 

 

○ ココロねっこ運動の地道で着実な推進を図るため、地域主導の普及啓

発活動を進める必要があります。 

 

【具体的施策】7-2 

 

○ こどもの声を聴くなど、新たな視点を取り入れながら、引き続きココ

ロねっこ運動を推進し、県民総ぐるみで、こどもが夢や希望を持って

健やかに成長できる環境を整備し、安心してこどもを生み育てること

のできる社会の実現を目指します。 

・県、市町、県青少年育成県民会議及び市町民会議の連携によるネット

ワークづくりを推進します。 

・地域主導の運動推進のため、各市町担当者、ココロねっこ指導員・推

進員による組織づくりを進め、具体的実践、広報啓発、組織の資質向

上のための研修会を実施します。 

・自治会、こども会、地域婦人会、老人クラブ、NPO などによるこども

を見守る活動や子育て支援など、家庭・学校・地域団体等が連携した

活動を促進します。 

・結婚・妊娠・出産・子育てを支援する個人・団体等の取組について、 

報道や各種広報媒体等を通じた効率的・効果的な情報発信を行います。 

・青少年の非行・被害防止全国強調月間（7 月）及び秋のこどもまんな

か月間（11月）における啓発活動及び街頭補導の充実に努めます。 

・ココロねっこ運動の一環として、「ながさき子育て応援の店事業」「子

育て応援フリーマガジン発行」「メディア環境改善事業」等に取り組み

ます。 

【3-3-1、3-3-2(1)、4-1-2、7-2掲載】（こども未来課） 
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第３節 家庭の日※の普及 

 

【現状と課題】7-3 

 

○ 家族そろっての団らんの機会を増やすことによって、愛情と信頼に結

ばれた温かい家族関係を育てる契機とするため、毎月第３日曜日を

「家庭の日」と定め、昭和 56 年から提唱してきました。 

 

○ 核家族化や少子化の進行、ライフスタイルの変化など、社会環境の急

激な変化は家族のあり方に大きな影響を与えています。こどもや家庭

を社会全体で支える大切さや、こどもの育ちにおける愛着形成と遊

び・体験の重要性などについて理解を深めてもらうためにも、家庭の

日の広報啓発が必要です。 

 

【具体的施策】7-3 

 

○ 毎月第 3 日曜日を標準として毎月 1回「家庭の日」を定めて、こども

や家庭を社会全体で支える大切さや、こどもの育ちにおける愛着形成

と遊び・体験の重要性などについて、県民への周知啓発を行うととも

に、共働き・共育ての推進等を図りながら、保護者とこどもが向き合

う時間「こども時間※」の確保・拡大に努めます。 

【3-3-1、7-3掲載】（こども未来課） 

 

○ 各市町及び長崎県青少年育成県民会議と連携し、「家庭の日」普及のた

めの広報活動に努めます。 

（こども未来課） 
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